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I．調査地の概況

1．　位　　　　　置

　今回植生調査の対象とされた地域は，玄海灘に臨む値賀崎（佐賀県北松浦郡玄海町），および阿

翁崎（長崎県東松浦郡鷹島村）を中心として半径30kmの範囲にわたっている。島蜘こついては，

壱岐島，平戸島，生月島などの半径30k㎜以上におよび，周辺部のほぼ全島域が調査された。

　調査地域は九州の北西端にあたり，佐賀県と長崎県の北西部，および福岡県東西部の一部を占

めている。

　調査地域を東北東一西南西方帥こほぽ二分するように，南側から九州本土が凹凸のある複雑た

海津線を描いてのび，北側の海域には大小さまざまの島々が散在している。九州本土は東から，

糸島半島，東松浦半島，北松浦半島の3つの半島が突き出し，それぞれの半島の聞は唐津湾，伊

万里湾の湾入部となり，西は海峡をはさんで平戸島に対している。島輿は，北に壱岐島が壱岐水

遭をへだてて，やや離れて位置するほかは，すべて九州本土の近海にある。とくに中央都にあた

る東松浦半島の周辺には，騰島，福島をはじめ，加部島，カP唐島など大小多くの島が散在し，ま

た西端の平戸島の北方臣gは的山大島，度島，生月島が，東部には糸島半島の西方に姫島，唐津湾

に高島が浮かんでいる（F三g．1参照）。

2．　気　　　　　候

　植物の広域的生育を決定づける最大の要因は気侯要困である。気候と植物分布との対応を示す

温量指数によると，調査地域は温量指数90～！35度に楯当し，ほぽ全域が常緑広葉樹林域（ヤブ

ッバキクラス）に属している。すなわち，土地的に植物の生育がきわめて限定されている立地を

除くと，自然植生はシイ，カシ，タブなどのうっそうとした森林で被われていたと考えられる。

調査地域でもっとも温量指数が低いのは，福岡県繭部に東西にのびる背振山地の山頂付近で，常

緑広葉樹林域上限に近く，東方の背振山（1，055m）では温量指数85度以下の夏緑広葉樹林域

（ブナクラス）に移行し，ブナ林がみられる（Fig．2参照）。
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　年平均気温は，内陸都，沿津都はともに16丁前後の範囲にあり，全般に温暖である。前述の

背振山地では1び～！5℃と棉対的にかなり低い値を示し，明瞭な山岳気候がみられ飢

　1月の月平均気温は，背振山地でもっとも低く，一1℃まで低下する。次いで，大野岳（424

狐），層山（5！8m），八幡岳（464m）などを中心に，東松浦半島と有明海最奥部を結ぶ方向に，

月平均気温4．C以下の低温域があらわれている。残りの地域は月平均気温5℃前後の値を示し
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ているが，西都沿岸部ではやや高くなり，壱岐西都，平戸島などでは6．C以上に達している。

　8月の月平均気温は，低地のほとんどが27。～28℃の値を示し，福岡，熊本とともに九州でも

っとも高温に達する地域といえる。とくに佐抵保市周辺では，月平均気温28．C以上に達してい

る。冷涼な背振山地では・月平均気温21℃童で低下している（Fig．3参照）。
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　b．降　　水　　量

　年降水量は，背振山地では2ヨ000mm以上，佐賀県西部から長崎県にかけての内陸部でも2，COO

m㎜以上となる。その他の低地，沿岸部は1，600～2，000mmの間にあり，玄海灘に臨む糸島半島，

東松浦半島には1，600mm以下のところもある。

　冬の降水量は調査地域では比較的少ない。北西の季節風の影饗で，1月の降水量は背振山地で

はユ00狐㎜を越えるが，全般には60～80m加である。糸島半島，東松浦半島では夏の降水量の方

が多いが日本海側の気侯特性をも含わせもっている。

　5，6月頃の梅雨期は，年間の最多雨期である。6月の降水量は300mm以上に達するところ

が多く，玄海灘沿捧はやや少雨で250mm内外である。佐世保一伊万里の方向に多雨轍がみられ，

梅雨煎線の停滞により集中豪爾が起きやすい。

　夏季は小乾燦期とたり，降水量は比較的少ない。8月の降水量は佐賀県東部，申部，長崎県北
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顕部で200mmをこえるところがあるが，ほぽ150～200mmの範魍にある。台風期にも強い爾が

降る（Fig．5参照）。

　主な地点の気湿，降水量はFig．4．に示されている。

　c．地域的特憧

　気温と峰水量の年変化によって，同質な気候特性をもつ地域に3区分することができ乱

（！）糸島半島，東松浦半島　先端部一日本海側気侯特性が明らかである。冬の気温が高い。降

　水量は年問を通じて少なく，とくに夏季に少ない。

（2）背振山地，佐賀県のほぼ全域，壱岐島東部一やや山地的気侯を示す。山地では低温，多雨

　であるが全般的には温暖，多爾気候域といえる。

　（3）長崎県，壱岐島西部一梅雨期に多雨である。とくに佐世保付近では夏に高温となる。

3．地　質・地　形

　調査地域の地質・地形的特質は，唐津湾に注ぐ松浦川支流厳木川を境として，東西で大きく異

っている。

　東部は，主として中生代後期の火成活動による花鰯岩からなる地域で，禰岡，佐賀両県に童た

がる背振山地が大半を占めている。背振山地は筑紫1⊥腕の西端をなし，断層の発達する地塊山地

である。北に位置する糸島半島も，断層によって分断された小地塊とみなされる。

　西都は，おもに砂着や頁岩からなる第三系（鮮新統，中新統）の発達する地域で，佐賀県西部

から長崎県にわたっている。東松浦半島と北松浦半島は玄武瀞こおおわれて台地状地形となり，

東松浦半島基部は玄武岩類，安山岩類，石英粗面岩が噴出して急峻な山頂部を形成し，丘陵地帯
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となっている。

　また，北松浦半島の対岸に浮かぶ平戸島，壱岐島は，安山岩の砕暦丘，溶岩門頂丘が噴出し，

玄武岩台地に突出している（F呈g，6参照）。

　（1）背　振　山　地

　背振山地は筑紫山地の西端部をなす地塊山地で，古生代の三郡変成岩類に，中生代後期数酬こ

わたり貫入固結した花簡岩体からなっている。断層が発達し，これに沿う河谷によって多くの小

地塊に分かれている。全般に老年期の低山性山地の地形をなしている。山地北都は西の十防山

（535m），浮嶽（805m），羽金山（900m）などから主峰雷山（955m），背振山（且，055m）に至

る地累状山地が東西に連なり，福岡・佐賀両県境となっている。その南に接する玉島川と松浦川

支流厳木川にはさまれた地域は，侵食が進み，作礼山（887m），椿1⊥1（760㎜），鏡山（28釦）

など，高度の不ぞろいな丸みのある多くの丘が集まった地塊群山地となっている。玄海灘に突出

する糸鳥半島も，背振山地の一部と考えられる。

　（2）肥前台地
　玄海灘沿庫域の西部にある東松浦半島，北松浦半鳥一帯を肥前台地と呼ぶ。

　東松浦半島は準平原化された基盤岩類（第三系や花簡岩類）を，鮮新世末期～更新世初期に噴

出した松浦玄武岩類が不整合におおい溶岩台地を形成Lている。ほとんどが200m以下の低平な

丘陵性台地で，従順する浅く幅広い樹校状の谷が特徴的である。海津域のほとんどは沈降海津で，

波戸岬・値賀崎，あるいは呼子湾・名護屋湾・仮慶湾などの出入に富む。半島北部周辺に散在す

　　　　　かしわ
る加部島，神集島，小川島，加唐島，馬渡島などの島喚も玄武岩溶岩でおおわれている。

　東松浦半島基部は，背振山地の鰯南を流れる松浦川支流厳木川と，伊万盟湾に注ぐ有田川の間

に広がる丘陵地域である。第三系（漸新統・申新統）の準平原上に噴出した，鮮新世から更新世

の玄武岩類・安山岩類・石英粗面岩が丘陵頂部を形成している。大野岳（42釦），城古山（404

m），八鰯岳（76釦）では玄武岩類，鳳⊥1（518m），牧ノ山（553m），青螺山（599m）では輝

石安山岩類，腰岳（465m），黒髪山（518m）では石英粗面岩が山頂部を形成している。丘陵地

帯では断層が発達し，多くの小盆地が散在している。

　北松浦半島は有田川の断層谷より西の地域で，第三系（中新統）上に噴舳した玄武岩の溶岩台

地である。東端は断層によって切られ，東に急崖をもち醐こゆるやかに低下する東商西低の傾動

をうけ，西端は九十九島の沈降海岸となっている。さらに断傲こ沿う河谷の侵食をうけ，多くの

小地塊に分裂している。断層崖の頂部に国見山（777狐），八天山（707m）がそびえ佐賀，長崎

県境をなすほかは，大通山（580㎜），禺見岳（496m），五蔵岳（456m），高法知岳（4！2m）な

ど，山地は一般に400～600剛こすぎない。第三紀層とその上の玄武岩の閥には豊富な湧水があり，

この湧水一煮以下の緩斜面は棚田地帯となっている。この帯水層は地すべりを生じる大きな要因と
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もなり，山頂部のカール状の崖壁をもつ凹地と，敵端の塊状の丘で特徴づけられる大規模な地す

べり地形が各所にみられる。半島西部，九十九島は玄武岩を欠く第三系の丘陵地である。北松浦

半島北方に散在する福島，鷹島，的山大島，度島，平戸島東部は，いずれも玄武岩の溶岩台地で

ある。

　（3）平　　戸　　島

　平戸島東部は，対岸の北松浦半島と同様，新第三系をおおう玄武岩が台地地形をなすが，西部

は豊肥火山系の安山岩の山地になっている。玄武岩台地は上床（406m）を最高とする。安山岩

山地では島の北端の白岳（250㎜）が玄武岩土に噴出した砕層丘であり，さらに北東から南東に

並ぶ安満岳（5王4m），有僧都岳（351m），屏風岳（394m），志々岐岳（347m）などは溶岩門頂

丘である。

　（4）壱　　妓　　島

　壱妓島の地質，地形は北松浦半島に類似しており，新第三紀層をおおう玄武岩の噴出によって，

高度！00m前後の玄武岩台地が形成されている。台地上には最高峰の岳ノ辻（213㎜）や津ノ上山

（夏3如）など，洪積世末に噴出した砕層丘が突出している。海岸は屈曲が激しく，海食崖も発

達している。


